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輝石かんらん岩(埼玉県秩父郡朝目板)

写真は関東山地の古生層を貫き三波川変成作用をうけたといわれるかんら

ノ)岩の一つ白く生地をなすのは普通輝;百大小さまざま祖形の暗色の粒

はかんらん肩の偽晶でいまはこまかい蛇紋肩(アンチゴライト)の集りと

なっているかんらん石の残品はそのなかに白く光るこのように大き

な結晶(輝石)のなかに小さな粒状の結晶(かんら!)石)が散点する構造を

ポイキリティック組織と呼んでいるしかし輝石かんらん岩は必ずこの組

織を示すとはかぎら泣い(SP)
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